
水土里情報を活用した「ため池ハザードマップ」の作成事例について紹介します。

内容：震災対策農業水利施設整備事業により実施された、ため池一斉点検結果資

料を元に、県で設定している重点ため池に対し、ため池ＤＢハザードマップ簡易

氾濫解析システム（農村工学研究所）を使用し、解析を行った。その解析結果と

解析結果を基に行う現地調査結果を併せて決定した浸水エリア等を水土里情

報整備データと重ね合わせて、ため池ハザードマップを作成した。

経緯：水土里情報で整備したデータは、県域統合型ＧＩＳに登録が可能であり、県と各

市町村等で情報共有が可能であることから、市からの要請があり、茨城県内の

警戒ため池のハザードマップ作成を支援した。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第９１号

今回紹介する団体：水土里ネット茨城、茨城県内3市

（１／２）

【作成ハザードマップ：最大水深表示】

名　　　称 電 話 番 号

○○市役所 ○○○○－○○－○○○○

警察 １１０

消防・救急車 １１９

緊急連絡先 　５．０以上

　３．０　～　５．０

　２．０　～　３．０

　１．０　～　２．０

　０．５　～　１．０

　０．２　～　０．５

　０．２未満

凡　例（浸水域）

想定氾濫域最大水深　（ｍ）

ため池名称
築造年代
堤防高さ １６．６ｍ 貯水量 ２２２,０００m3
堤防長さ １１２．０ｍ 受益面積 ５６ｈａ

ため池諸元（県ため池台帳データより抜粋）
○○○

昭和４４年　～　昭和５２年

凡例（避難所等）

避難所

一時集結場所

警察署・交番・駐在所

浸水域到達時間

ため池

避難経路



（２／２）

・地域住民に対し災害情報、避難情報等の提供を行うことにより、防災意識を高め

ると共に、災害等の非常時に備えることで減災対策として活用。
・関係機関の情報共有、共通認識の醸成を図る。

■お問い合せ先

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（細川、久貝） 03-6744-2201（直通）

茨城県土地改良事業団体連合会 農業農村整備課情報施設管理室 029-225-5653

今後、「ため池ハザードマップ」等の各種地図情報を県域統合型ＧＩＳに登録し情報

共有を進める。

今後の活用予定

期待される効果

【現地調査：ため池下流域家屋部】 【現地調査：ため池下流主要道路部】

○流速による色別表示 ○水深・流速による歩行困難度判定色別表示


